
議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

小中卒業式風景：１段目左から東飯田小、野上小、２段目淮園小、

　　　　　　　　３段目左から飯田小、野矢小、４段目南山田小、５段目緑陽中

東飯田・川上一 甲斐　恭子さ
ん

南山田・串野上 永楽　徳子さ
ん

……… P.2~4

…………………… P.19

…  P.20

●決まりました！

　新年度の予算と事業計画

●わたしのひとこと

　　

●バトンをつなぐ／議会クイズ
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2020.４.17発行



２

新年度予算を決定

特別会計総額 333333億億6,4606,4606,4606,4606,4606,460万万円円33億6,460万円

一般会計 797979億億7,4007,4007,4007,4007,4007,400万万円円79億7,400万円

国民健康保険 14億5,922万円

水道 2億3,284万円

飯田高原診療所 6,819万円

介護保険 14億6,356万円

後期高齢者医療 1億4,077万円

内訳

全会計　113億3,860万円  （対前年度比　9億4,677万円増（9.1％））

（対前年比　12.9％増）

（千円以下切捨）

小
川
克
巳
議
員

Ｑ
　
山
の
日
記
念
大
会
４
０
０
万
円

の
内
訳
と
、
山
の
日
歓
迎
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
補
助
金
３
３
０
万
円
の

詳
細
は
。

Ａ
　
記
念
大
会
事
業
費
総
額
５
千
万

円
で
九
重
町
が
４
０
０
万
円
、
竹

田
市
と
別
府
市
が
そ
れ
ぞ
れ
２
０

０
万
円
、
残
り
は
大
分
県
負
担
金

等
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
等
に
使
わ
れ

る
。
３
３
０
万
円
の
歓
迎
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
毎
年
行
っ
て
い
る
く

じ
ゅ
う
フ
ェ
ス
を
兼
ね
て
行
う
こ
と

で
事
業
の
充
実
を
図
る
。

Ｑ
　
社
会
教
育
施
設
費
の
工
事
請
負

費
４
１
５
万
円
の
内
容
は
。

Ａ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
の
階
段
上

部
の
壁
補
修
工
事
に
２
０
９
万
円

と
飯
田
公
民
館
の
調
理
室
に
エ
ア

コ
ン
設
置
に
１
８
０
万
円
。

Ｑ
　
長
者
原
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
修

繕
料
50

万
円
の
内
訳
は
。
県
か
ら

譲
り
受
け
る
時
、
修
繕
は
全
て

行
っ
た
と
聞
い
た
が
。

Ａ
　
現
在
、
修
繕
箇
所
は
な
い
が
、

緊
急
対
応
の
た
め
、
予
算
計
上
し

て
い
る
。

Ｑ
　
シ
ェ
ア
バ
イ
ク
導
入
実
証
試
験

負
担
金
の
詳
細
は
。

Ａ
　
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
で
利
用
す

る
電
動
機
付
自
転
車
50

台
の
購
入

費
等
で
あ
る
。

佐
藤
明
郎
議
員

Ｑ
　
台
湾
の
中
学
校
と
の
交
流
に
３

０
０
万
円
計
上
、
生
徒
平
等
に
効

果
的
な
運
営
が
必
要
。

Ａ
　
事
後
報
告
会
の
徹
底
や
、
ネ
ッ

ト
交
流
な
ど
も
目
指
し
た
い
。

Ｑ
　
淮
園
小
学
校
の
大
規
模
改
修
、

統
合
の
可
能
性
も
あ
る
中
、
改
修

の
必
要
性
は
認
め
る
が
、
規
模
を

ど
う
考
え
る
か
。

Ａ
　
財
政
面
も
考
え
、
規
模
も
含

め
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

Ｑ
　
住
民
型
支
え
合
い
団
体
へ
の
支

援
金
、
有
り
難
い
支
援
だ
が
、
住

民
自
ら
行
政
に
頼
ら
な
い
理
念
と

当
初
予
算
質
疑

歳

　出

定
　
例
　
会



活発な審議がおこなわれました！

３3

の
整
合
性
は
。

Ａ
　
人
的
、
事
務
費
支
援
に
限
る
。

住
民
自
ら
の
活
動
は
自
主
的
に

行
っ
て
も
ら
う
。

増
田
裕
子
議
員

Ｑ
　
公
共
施
設
総
合
管
理
等
委
託

（
こ
こ
の
え
総
合
サ
ー
ビ
ス
へ
）
が

増
額
し
て
い
る
が
、
支
援
金
が
な

く
な
る
来
年
度
新
た
に
一
般
管
理

費
５
１
０
万
円
な
ど
、
納
得
し
が

た
い
が
積
算
根
拠
は
。

Ａ
　
一
般
的
に
も
通
用
す
る
適
正
な

見
積
も
り
で
あ
る
。

Ｑ
　
フ
ッ
化
物
洗
口
予
算
、
慎
重
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
、
昨
年
よ

り
増
額
し
た
理
由
は
。

Ａ
　
来
年
度
小
学
校
で
は
４
月
か

ら
、
中
学
校
で
は
７
月
か
ら
の
予

定
で
あ
る
。

Ｑ
　
淮
園
小
学
校
設
計
に
あ
た
り
、

建
築
予
定
費
上
限
を
設
け
て
い
る

か
。

Ａ
　
東
飯
田
小
の
実
績
程
度
か
と
想

定
し
て
い
る
が
、
特
に
設
け
て
い

な
い
。
節
約
に
は
努
め
る
。

Ｑ
　
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
設
計
を

望
む
が
、
「
令
和
創
造
枠
」
と
は
。

Ａ
　
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
少
子
高

増
田
裕
子
議
員

Ｑ
　
地
方
交
付
税
は
年
々
少
し
ず
つ

減
っ
て
い
る
現
状
だ
が
、
前
年
並

み
の
見
込
み
予
算
は
な
ぜ
か
。

　
　
緊
張
感
を
持
つ
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

Ａ
　
十
分
な
見
込
み
に
よ
る
予
算
で

あ
る
。

佐
藤
明
郎
議
員

Ｑ
　
繰
越
金
（
貯
金
よ
り
）
町
債
（
借

入
金
）
を
合
わ
せ
る
と
歳
入
の

24
％
近
く
を
占
め
る
が
、
危
機
感

は
ど
う
か
。

Ａ
　
想
定
の
範
囲
内
で
あ
り
、
健
全

財
政
に
努
め
る
。

歳

　入

齢
化
対
策
、
新
し
い
時
代
を
築
く

重
点
事
業
で
あ
る
。

菅
原
美
好
議
員

Ｑ
　
国
か
ら
新
た
に
森
林
環
境
譲
与

税
３
、
７
４
６
万
円
が
給
付
さ
れ

る
が
、
森
林
環
境
直
接
支
援
事

業
補
助
金
（
植
栽
、
下
刈
り
、

間
伐
等
）に
充
当
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
　
使
途
に
制
限
が
あ
る
が
、
こ
の

譲
与
税
を
活
用
で
き
る
よ
う
努
力

し
た
い
。

Ｑ
　
町
有
林
の
管
理
委
託
１
０
４
万

円
、
整
備
委
託
３
０
０
万
円
あ

る
。
新
た
に
設
立
し
た
総
合
サ
ー

ビ
ス
会
社
に
す
べ
て
を
委
託
し
て

は
。

Ａ
　
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
、
利
用
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
。

Ｑ
　
定
住
促
進
で
２
、
８
０
０
万
円

の
予
算
で
釣
住
宅
の
空
き
地
に
分

譲
区
画
販
売
を
計
画
し
て
い
る

が
、
そ
ん
な
に
予
算
を
か
け
ず
無

償
で
提
供
を
。

Ａ
　
制
限
が
あ
る
が
、
安
く
造
成
し

て
、
分
譲
し
た
い
。

Ｑ
　
町
委
託
の
顧
問
弁
護
士
に
55

万

円
と
係
争
時
弁
護
士
50

万
計
上
さ

れ
て
い
る
。
顧
問
弁
護
士
委
託
55

Ａ
　
想
定
の
範
囲
内
で
あ
り
、
健
全

財
政
に
努
め
る
。

万
円
は
必
要
な
い
の
で
は
。
法
的
に

置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

Ａ
　
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
は
予
算
計

上
さ
れ
て
い
る
。
検
討
し
て
み
る
。

佐
藤
博
美
議
員

Ｑ
　
空
き
家
バ
ン
ク
物
件
登
録
業
務

委
託
（
20

件
分
）
１
６
９
万
円
、

た
っ
た
20

件
分
の
空
き
家
バ
ン
ク

登
録
業
務
委
託
で
空
き
家
バ
ン
ク

の
充
実
が
で
き
る
の
か
。

Ａ
　
今
回
、
予
算
計
上
し
た
の
は
、

登
録
物
件
に
関
す
る
事
務
的
な
支

援
で
専
門
的
見
地
か
ら
バ
ン
ク
に

登
録
し
、
利
用
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

防
止
が
目
的
。
今
後
、
件
数
を

増
や
す
努
力
は
必
要
だ
が
、
は
じ

め
て
の
取
り
組
み
の
た
め
20

件
と

し
て
い
る
。

Ｑ
　
飯
田
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

排
水
対
策
費
３
、
０
０
０
万
円
、

あ
ま
り
に
も
高
す
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
。

Ａ
　
毎
年
修
繕
で
対
応
し
て
来
た

が
、
根
本
的
に
や
り
直
す
必
要
が

あ
り
、
計
上
し
て
い
る
。
削
減
で

き
る
分
は
、
少
し
で
も
削
っ
て
行

く
。

定
　
例
　
会



温暖化対策

マイバック推進事業 ……… ２３７万円

（全世帯へ配布）

住民型支え合い団体支援… ２７６万円

九重町生物多様絵本作成… ２９６万円

ハザードマップ作成 ……… ６１８万円

（内容を充実）

子育て支援関係………… 4,６８５万円

空き家住宅利活用……… ２,８５４万円

新 た に 取 り 組 む

主 な 事 業

町民の安全を守る防災無線デジタル化

飯田小学校グラウンド整備

小学校におけるＩＣＴ推進事業

定住促進を図る釣住宅・宅地造成

55億億億億億億億億億億億億億1,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,8231,823万万円円5億1,823万円

4,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000万万万万万万万万万万万万万円円円円円円円4,000万円

3,9003,9003,9003,9003,9003,9003,9003,9003,9003,9003,9003,9003,9003,9003,9003,9003,9003,9003,9003,9003,9003,9003,9003,9003,900万万円円3,900万円

3,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,000万万円円3,000万円

4

主

な

事

業



2 
10

契　 約　 先　株式会社　消防防災　大分本店

　　　　　　　本店長　葛城　繁利

契　 約 　額　1,324万810円

新  規  備  品　ＬＥＤ投光器、インバーター発電機、パーティション、

　　　　　　　プライベートルーム、段ボールベッド、簡易ベッド

新規備蓄倉庫　東飯田交流センター付近設置

防災用品整備事業　防災備品用品購入財 産 取 得

小規模給水施設整備事業に関する補正等

1 
17

●一般会計補正予算
　歳入歳出に654千円追加し、

　　　　　　総額 73億5,559万円とする

●水道特別会計補正予算
　増減なし（区分変更）

　　　　　　総額 １億3,682万円

補
正
予
算
質
疑

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た

　佐
藤
明
郎
議
員

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
委
託
、

入
札
残
が
多
額
で
あ
り
、
早

期
減
額
処
理
す
べ
き
。

タ
イ
ヤ
、
車
検
も
含
む
た
め

余
裕
を
持
ち
た
い
が
、
入
札

分
は
今
後
気
を
付
け
た
い
。

　小
川
克
巳
議
員

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
関
す

る
三
千
六
百
万
円
の
減
額
、

要
因
は
何
か
。

周
知
徹
底
を
図
っ
た
が
、
結

果
的
に
申
請
率
が
低
か
っ

た
。　増

田
裕
子
議
員

大
分
子
育
て
ホ
ッ
ト
ク
ー
ポ
ン

券
、
減
額
の
要
因
は
何
か
。

一
万
円
掛
け
出
生
数
で
あ

り
、出
生
数
の
減
に
よ
る
。

　菅
原
美
好
議
員

災
害
復
旧
費
が
多
額
に
減
額

さ
れ
て
い
る
。
当
初
予
算
の

在
り
方
や
、
災
害
時
に
臨
時

議
会
で
補
正
対
応
す
べ
き
。

災
害
発
生
が
読
め
な
い
中
、

迅
速
性
も
求
め
ら
れ
る
た

め
、
当
初
予
算
で
確
保
し
た

い
。　有

吉
富
生
議
員

減
額
幅
が
大
き
い
地
区
集
会

所
改
修
事
業
、
同
一
施
設
で

２
回
目
の
活
用
を
可
能
に
す

べ
き
。

年
度
内
は
１
回
だ
が
、
複
数

回
の
活
用
も
可
能
で
あ
る
。

　佐
藤
明
郎
議
員

地
区
集
会
所
改
修
事
業
の
要

綱
、
工
事
費
の
基
準
を
見
直

す
べ
き
で
あ
る
。

現
状
維
持
と
考
え
て
い
る

が
、
要
望
が
多
け
れ
ば
、
検

討
の
余
地
は
あ
る
。

　菅
原
美
好
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と

し
て
、
予
備
費
を
使
っ
て
町

独
自
の
予
算
化
を
。

非
常
に
厳
し
い
部
分
も
あ
る

が
、
当
然
検
討
し
て
い
く
。

2 
10

17

臨
時
会

回
答

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

回
答

質
問

質
問

回
答

質
問

質
問

特別会計　　　　　　　　　　補正額　　　　　　　補正後額

　国保 △5,324万1千円 15億3,329万2千円 

　水道 △600万円 1億3,082万5千円 

　飯田高原診療所 △61万5千円 6,804万円 

　介護保険 △7,443万8千円 15億77万6千円 

　後期高齢者医療 △72万1千円 　1億3,753万9千円 

　　  　計　 △1億3,501万5千円 　33億7,047万2千円

一般会計

　補正額　　△2億2,293万4千円 

　補正後額　 71億3,200万1千円 

令和元年度
補正予算

令和元年度
補正予算

5

補

正

予

算



6

審 

査 

報 

告

公共施設の将来負担をめぐり白熱の議論

議案

15件

淮園小学校（教室棟）の大規模改修を

　　　　　　自立促進計画に追加します
総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　現在消防団員は、380名程度で推移してお

り、団員確保に努力していますが、定数で定

めている420名の確保は厳しい現実があり、今

回400名に変更しました。これにより、県への拠

出金削減にもつながります。

●地元住民多くの意見を反映した議論が不足し

ている

●仮に統合後も、有効活用の為には、

　現状規模改修は財政負担が大きい

●「大規模改修しました、必要なら統合の話し

もします」こんな対応では誰も納得しない

●近い将来の統合も見据えた内容だが、現

状規模の改修は、地元のためにも財政面

にも課題が多い

●児童のため改修は必要であるが、教育

委員会として、６校維持か統合推進

か、責任ある姿勢が見えない

　町営住宅の入居手続を軽減するため、保証

人の条件を緩和し、今まで２人必要だった保証

人を１人でも良いこととしました。

　又、団員になるための、資格制限に

含まれていた「成年被後見人又は被保

佐人」を削除して、消防団員の適正な

任用を図るようにしました。

　教育委員会が小学校６校の維持を決定したこ

とから、老朽化が進んでいる淮園小学校の教室

棟を、大規模改修する計画を追加することとなりま

した。

　様 な々意見が出されましたので、当ページ下段

にて紹介します。

　「小学校は６校とします。但し、全校児童数が急激に減少したり、教育活動に支障をきたしたりす

ることが心配される時や校区住民や保護者が協議し統合を望む場合には、速やかに統合について

協議を始めます」

町営住宅の入居手続の負担軽減

大規模改修が計画された淮園小学校

大分県知事を迎えての特別点検

消防団員の定数を
　　　　420名⇒400名へ

教育委員会・小学校再編計画を改定

子どもたちのため

改修は必要

常
任
委
員
会
報
告
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皆さんからの陳情は採択されました

議案

4 件

陳情

1 件審 査 報 告教育民生観光常任委員会

九重町健康診査負担金

徴収条例の一部改正

　WHOは胃がんの主原因はピロ

リ菌感染としており、早期の除菌

を勧めています。

　胃がんの早期発見と早期治療

を目的に、胃リスク検診としてヘリ

コバクター・ピロリ抗体検査とペ

プシノーゲン検査を新たに実施し

ます。併せて胃がん検診の個人

負担金も改正されます。

九重町放課後児童健全育成事業の

設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部改正

　九重町では、現状、十分な放課後児童支援員の確保が

困難であるため、みなし支援員の経過措置を延長し、放課

後児童支援員の確保が行えるようになりました。

　関連法律により、市町村が条例を定める場合、設備運営

基準を参酌することとされたため、町の責任と判断により、み

なし支援員の期間延長が可能となったためです。

参酌：他のものを参考にして長所を取り入れること

印鑑条例の一部改正

　成年被後見人であっても意思能力を有する方は印鑑登録

を行うことができるようになりました。

　条例中の印鑑登録の規定から、成年被後見人の欠格事

項が削除されます。

特別会計設置条例の一部改正

陳情　後野上公民館の建替えに関する陳情書

　今年度より地域包括支援センター業務は、指定介護予防

居宅支援事業を含めて九重町社会福祉協議会に委託して

います。

　今後は当該事業を特別会計で処理する必要がなくなった

ため、条例の設置に関する規定から介護サービス事業特別

会計が削除されます。

　後野上行政区長　佐藤清文氏からの陳情です。

　後野上公民館は大正３年に建築され、100年以上、文化、地域活動

の拠点として利用されてきました。しかし、雨漏り、床下の腐敗など老朽

化が著しく、台風や地震による倒壊も危惧されています。

　現地調査で現状を確認し、地域の実情も鑑み、採択しました。

後野上公民館を視察しました

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

常
任
委
員
会
報
告



8

追加議案

九重町ふるさと館指定管理者

　九重町ふるさと館活性化協議会（甲斐

大史会長）が、ふるさと館指定管理者に

指定されました。

　指定管理期間は、令和２年４月１日か

ら令和６年３月31日までです。

　倉原文男さんが表記委

員に選任されました。倉

原さんは、現在、大分県

農業共済損害評価員を務

めています。

固定資産評価審査委員会委員

同意

人
事
案
件

同意

1 件

第１回定例会議案一覧　２月２８日～３月１９日（21日間）

（注）全員一致の場合は「可決」または「否決」と記しています。可否が分かれた場合は、各議員の意見等詳細

を載せます。

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

1

区長設置条例の一部改正について

九重町議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部改正について

各種委員会の委員等の報酬及び費用弁償条例の一部改正について

九重町臨時的任用職員の任用、勤務条件等に関する条例の廃止について

職員の給与の特例に関する条例の全部改正について

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について

附属機関の設置に関する条例の制定について

九重町消防団条例の一部改正について

交通安全推進協議会及び交通指導員設置条例の一部改正について

九重町過疎地域自立促進計画の一部変更について

納税組合の設置及び運営に関する条例の一部改正について

監査委員に関する条例の一部改正について

九重町普通河川取締条例の一部改正について

九重町町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について

九重町町道の構造の技術的基準等に関する条例の一部改正について

印鑑条例の一部改正について

特別会計設置条例の一部改正について

九重町健康診査負担金徴収条例の一部改正について

九重町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

令和元年度九重町一般会計補正予算（第７号）

令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第５号）

令和元年度水道特別会計補正予算（第４号）

令和元年度飯田高原診療所特別会計補正予算（第２号）

令和元年度介護保険特別会計補正予算（第５号）

令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和２年度九重町一般会計予算

令和２年度国民健康保険特別会計予算

令和２年度水道特別会計予算

令和２年度飯田高原診療所特別会計予算

令和２年度介護保険特別会計予算

令和２年度後期高齢者医療特別会計予算

固定資産評価審査委員会委員の選任について（追加）

九重町ふるさと館の指定管理者の指定について（追加）

後野上公民館の建替えに関する陳情書

可決

同意

可決

採択

結果番号

総建産

教民観

無

教民観

議案

陳情

付託 案　件　名

倉原　文男さん

（飯田・無田上）

議

案

一

覧
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お出かけ議会報告
前号に掲載した質問について

町に確認しました

Ｑ　将来に向けて、財政面ではどのように考えているか。

経常収支比率87%の維持ができていない

Ａ　経常収支比率87.0％、実質公債費比率5.6％を目標

数値とするが、経常収支比率については、義務的経

費である公債費が７億円を超える規模であることか

ら、当面は全国平均の93.0％を基準に考えていきた

い。基金は、適正な執行に努める

Ｑ　若い世代で次の町の姿を真剣に考え具体策を出す事

が大切

Ａ　令和２年度に、将来のまちづくりを議論する会議

（ワークショップなど）を開催予定であり、次期総

合計画策定に向け若い世代の参画を促す

Ｑ　産官学の連携を生かし、体験型のイベントにより移住

定住を増やす。空き家活用を活性化させる

Ａ　産官学の連携を図り、移住体験プログラムの開発

等も検討する。改修に係る様々な助成制度の周知を

図り、空き家バンクへの登録推進を図る

Ｑ　行政区は防災や管理上、簡単な組織に。移住定住を

進めるうえで組費などの問題がある

Ａ　各行政区のあり方は、それぞれの事情・考え方が

あり、町が主体となっての再編は考えていない

Ｑ　介護認定度が下がるケースが多いようだ

Ａ　行政事務組合が調査し適正に行われている

Ｑ　生活に困っている人たちに、もっと直接的に援助すべき

Ａ　生活保護法・生活困窮者自立支援法等にて対応し

ていく。制度につながっていない方を地域（民生委

員・福祉委員等）と連携して、つなげていくことが

課題。社会福祉協議会と共に地域のつながりを構築

していく

Ｑ　町内ショッピング専用のバスを運行する

Ａ　買い物専用バスの運行は、受益者（経営者）が負

担すべきで行政支援は難しい。ただし、買い物弱者

支援の面から、コミュニティバスのバス停に加える

等、再編実施計画の見直し時に検討する

道の駅

　必要性、運営形態、設置場所、財政面等へのご意見

は今後の調査に活用する。

　交通量調査は地域振興・観光振興に資するため、令

和元年度に実施した

Ｑ　九重ICや中村交差点で大吊り橋とはっきり分か

る看板を

Ａ　九重IC出口には看板を設置している。中村

交差点は国が設置した案内板に追記して誘導

できないか協議する

Ｑ　吊り橋の北方側に足湯を設置しては

Ａ　足湯については温泉成分等の規制もあり、

経費もかかる。北方側の活性化は別に検討す

る

Ｑ　現在の松木川に変貌した原因を解明すべき

Ａ　令和元年度に町が水質検査、県が濁度調査

を行った。水質は問題ないと判定された。濁

度検査は、濁りの酷いタイミングで引き続き

調査を行う

Ｑ　オスプレイの轟音が凄い。ヘリコプターの飛行高

度が低くくなっているようだ。遠く飯田でも訓練期

間中に爆音が聞こえることがある

Ａ　オスプレイ飛行時には国県から連絡がある。

対策費は町全体が対象地域で、かつ個人では

なく、町全体として実施する事業が対象であ

る。今後は、議会としても対応する

　　過去の防音工事の補助は家族数等によって

補助範囲が決められている

Ｑ　演習場が害獣の巣になっている。対策を考えること

Ａ　猟友会協力のもと、有害鳥獣の駆除を行っ

ており、今後についても継続を依頼する

Q：フッ化物洗口では多様な意見を尊重した議論や

活動を望む

A：多様な意見があることを今後も周知して行く。

フッ化物洗口の理解が得られるようにも取り

組む

Q：町内生徒も学ぶ志学塾への支援を検討しては

A：両町で設置した「玖珠美山高等学校振興協議

会」で高校への適切な支援を検討するが、志

学塾への支援は現在考えていない

CATV放送と議会

　CATV 放送の曜日、時間帯、You Tube やラ

イブ活用、夜間議会の必要性等についてご意見

いただいた。役場とも話し合い、より多くの皆

さんに視聴してもらえるよう努力する

議会クイズ　（答え） ③くじ引き　です

　一般質問通告〆切後、議会運営委員会が開かれて、委員長がくじ

を引いて決まります

その２

お
出
か
け
議
会



農業振興について

財政について

8名の議員が質問

　　　　マスコミ報道で、県内の市町村の一部に、

国の財政再生団体に転落するおそれがある。町の財

政危機の恐れはないか。

　　　健全な運営に努めており、問題はない。ここの

え緑陽中学校やこども園、各地区ふれあい交流セン

ターの建設等を実施、大規模施設の建設には一定の

めどが立った。経常収支比率８７％、実質公債比率

5.6％の目標を定めている。平成３０年度経常収支比率

92.1％、目標５.１％上回っている。実質公債比率

5.4％、目標0.2下回っており目標数値達成に努める。

　　　　町内の農業に重要な２つの団体、九重町飯

田農協、玖珠九重農協がある。金融事業を現状で続

けるには法改正による有資格者複数の配置が必要とな

り、事業継続が困難であることから、大分県域農協と

両農協の合併協議会が本年２月に発足した。町として

は、両農協、各部会と連携し農業振興をどのように進

めていくか。

　　　両農協は来年４月の合併に向け、現在サービ

スが低下しないように業務をしっかり引き継いでいく方向

で協議を行っている。町の農業振興の施策について

は、両農協のかかわりは大きな存在である。県域合併

がなされたとしても、引き続き連携を取りながら町の農

業振興を行っていく。

10

大津留

町長

大津留

町長

九重町飯田農協

平成２５年開校したここのえ緑陽中学校

大
津
留
敏
加健全な財政運営を堅持

大規模施設に一定のめどがついた

町の財政は

一

般

質

問



教育委員会の方針が見えない 投資の重点を建物から人へ

11

　　　中学、こども園、４地区交流センターの完成

で、大型公共施設への投資が一段落したが、一方で

庁舎、文化センターなど、築２０年を経過し、莫大な

修繕費が計上されている。

　将来、公共施設の維持管理が財政負担にならない

か。

　　　総合管理計画で、今後４０年間で３２４億円と

推計している。財政計画を立てており、過度の負担に

はならないと考える。

　　　今回、学校配置計画を、大きく方針転換した。

教育委員会として、将来を見据え、６校維持か、統

合推進か、基本姿勢が見えない。

　　　　議論の結果として、６校を維持する。ただ

し、地域から統合を望む意見が出れば、速やかに検

討する。

佐藤　学校に対する改修は必要と考えるが、将来的

に、どの程度の大きさの施設を残すのか。規模につい

て、どの様に考えているのか。

教育長　既に耐震改修を行っており、減築とか、規

模を減らしてというのは、非常に難しい。

佐藤　子ども達に必要な改修は当然だが、現状規模

の投資をして、教育委員会の方針では、その数年後

に、その校舎が統合される可能性もあるのでは。

教育長　検討委員会の中で、各地区代表者から、意

見を頂いており、現段階ではそのようなことは想定して

いない。

佐藤　現状の判断に止まらず、この先の児童、地域

住民が将来的に使いやすい、維持費なども含めた規

模の検討をすべきでは。

教育長　今後、協議しながら、設計の段階で考えて

いきたい。

佐藤　公共施設への投資も必要だが、各団体の後継

者不足も叫ばれる中、施設に対する投資よりも、住ん

でいる人々の支援に投資する、これを全面的に、町民

に打ち出し、人材育成も含め、推進すべきでは。

町長　これからの時代、人づくりが必要。物から人へ

の時代だが、どういう形で町民に示すのか、課題もあ

る。

　人間同士のつき合い、地域のつながりが、まちづくり

のポイントと考える。

　今後はそういう形で進めていきたい。

佐
藤

　明
郎 人間、地域のつながりが

今後の町づくりのポイント

町の将来・公共施設のあり方
財政負担を憂慮

佐藤

佐藤

佐藤

佐藤

佐藤

佐藤

町長

町長

教育長

教育長

教育長

教育長

淮園小学校の大規模改修を計画

「改定前」

小学校は、６校とします。但し、九重町の適正規模

の基準に基づき、将来計画において地区１校の町内

４校配置とするものとし、関係地域住民との合意形成

に努めます。

「改定後」

小学校は６校とします。

ただし、全校児童数が急激に減少したり、教育活動

に支障をきたしたりすることが心配される時や校区住

民や保護者が協議し統合を望む場合には、速やかに

統合について協議を始めます。

今回、改定された小学校配置計画
一

般

質

問
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対話の町政　検証と反映は

対話回数は減ったが、必要性は実感

３０日以上病休等は今年度７名

新たな住民サービスに対して検証は

検証はまだできてないが、改善を図る

町職員の長期休暇や

退職が多い対処は

小川　住民との対話が町政の指針と自負する町長だ

が就任以来、対話の実施状況や対話で得たもの、町

政に反映できたことなどの検証は。また、今後、対話

で地域課題をどのように共有していくのか伺いたい。

町長　町民との対話状況は年々減っているが、町政

執行上は重要なことであり引き続き開催できるよう努力

したい。

　将来を見据えた話し合いもあったが、主に要望的な

ことも含め、お願いの場や苦情等が多かったので反省

も踏まえ、地域課題等共有し解決に向け努力したい。

小川　昨年４月からスタートした飯田公民館での住民

票や印鑑証明など証明書交付業務、高齢化が進展

する中、住民サービスの向上は図られたが実績等の

検証踏まえ利用件数など投資効果を伺いたい。

町長　飯田公民館での住民票等の発行状況は、２月

末で２８７件、１ヵ月平均約２６件の交付。検証は、

行っていないが、今後必ず検証して内部協議を行い

継続かどうかの判断をしたい。

小川　利用は１日平均１件強と非常に少ない。他に手

法があるのではないか。

町長　どういうやり方が効率的なのか検証しながら、

引き続き、高齢化社会に向けた住民サービスのあり方

を考え、改善を図っていきたい。

小川　近年、職員の長期休暇や退職が多発している

が、健康管理も含めてメンタル面のケア等、対処や要

因等を伺いたい。

町長　３０日以上連続する病気休暇や休職となった職

員は令和元年度７名で内４名は現在復職している。

　最近の状況は30年度５名、29年度４名、28年度が

５名で、対処法として職員安全衛生委員会等で協議

しながら、産業医に相談したり事務局で対応をしてい

る。

　その他人口減少対策、公園の拡張整備について

も質問しました。

小
川

　克
巳

対話回数は減ったが、必要性は実感

対話の町政　検証と反映は

町長

町長

町長

町長

緑陽中での対話会（未来ナビ）

証明書を取得に訪れた町民

小川

小川

小川

小川
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佐藤　九重町の一番の課題は人口減の問題である。

昨年９月末の九重町の人口は8,895名、１年間で約150

名が減っている。九重町に住みたい人が住むことがで

きる住宅、家を建てたい人が立てられる宅地の造成

や、田舎暮らしをしたい、移住、定住をしたい人達を

受け入れるための、空き家バンクの充実と、受け入れ

体制を考えるべきではないか。

町長　この人口減少は町の一番大きな課題だと考えて

いる。今年、町有地を活用した宅地の造成に取り組ん

でいく。今後も町有地の未利用地の活用もスピードを

持って検討していきたい。又移住、定住施策は空き家

登録に対する物件の委託をしていく移住の受入体制を

充実するため、移住者自らが組織を作って、移住をし

てくる人達のフォローをしていく体制を行政として支援し

ていきたい。

佐藤　昨年から韓国との国際問題でインバウンドが減

り、今回はコロナウイルスで中国、台湾はもとより、国

内の動きもなくなり、旅館、ホテルは非常に厳しい状況

にある。九重町の観光を守るために行政としてどう取り

組むのか。

町長　町単独での施策は現実的には厳しい。県や国

がコロナウイルスに関する資金、制度等を設けている

ので、町や商工会、金融機関が連携しながら適切な

支援を行っていきたい。

佐藤　道の駅については、議会の中に調査チームを

作り、県下の道の駅の視察をしたり、お出かけ議会で

も町民の意見を聞き、九重町の拠点としての道の駅の

建設に対しての多くの要望がある。年度当初に当た

り、基本的な考え方を伺う。

町長　町としても今年210号線を中心とした車の流動

調査を年４回行っており、今後の議論の基礎にした

い。施設ありきではなく、どのような施設にしたいのか、

地域活性化にどれだけ寄与できるのか、関係機関や

住民の皆さんも交えて議論を深めていきたい。

もっと議論を深めていきたい九重町の観光を守るため

行政としてどうする

九重町の拠点となる道の駅

基本的な考え方を…

佐
藤

　博
美 町有地を活用して宅地造成を

九重町の一番大きな課題

人口減をどうする

宅地造成が予定される釣住宅の空き地

道の駅（玖珠町）

佐藤

佐藤

町長

町長

佐藤

町長
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ここのえまち総合サービス会社の
これからは？

フッ化物洗口、薬剤を使った予防を学
校で実施することに反対！

慎重な対応と是否両論の情報提供を

増田　突然な国の休校「要請」に対して、九重町も

２日から小中学校休校にいたった過程は。

教育長　28日朝、町の対策会議の方針を受け、教育

委員会、臨時校長会を開催して協議した。保護者や

放課後児童クラブ等の協力も得ながら、今後もできる

だけ子どもたちへの対策を検討していく。

増田　不足しているマスクや消毒液など、町の備蓄か

ら無償提供してはどうか。

町長　現在１万５千枚ある。すでに放課後児童クラブ

には配布した。高齢者施設や医療機関の在庫状況等

を調査しており、今後の対策を検討している。

増田　一昨年、議会でも激論になった。昨年９月から

始まった小学校でのフッ化物洗口、事故や副作用の報

告はあるか。

教育長　他地域で見られたような浮遊物や異物混入

はない。安全上の配慮は、学校もきちんと取り組んで

いる。ただし５件、洗口後に残った液を少し飲んだ児

童にカルシウム入り飲料を飲ませ対処した。

増田　来年度中学校での実施に向けての計画は。

　中学生では、本人の意思決定が重要と考える。

教育長　９月本格実施に向けて、説明会、意向調

査、資料提供等、保護者・生徒に行っていく。

増田　新年度委託金は４千548万６千円と昨年より900

万円ほど多い。増額の内訳と今後の考えは。

町長　主な内訳は、これまでの人件費プラス

１　長者原観光案内所職員　240万円

２　社員の管理監督単価アップ分　170万円○

３　泉水キャンプ場繁忙期パート　40万円○

４　一般管理費　510万円○

５　消費税アップ分　110万円

委託や収益事業、住民サービスがしっかりとできるよう

な会社を目標としてつくっていく。いましばらく時間をい

ただきたい。

増田　町長就任３年半の総括、今後の具体的な目標

と展望をどう考えているか。

町長　総括には若干早いが、住民自ら行動する「地

域力」を作り上げたい。地域づくりの人たちが少しず

つ増えている。持続可能な町を次の世代につなぐ「コ

ミュニティ」の関係づくりと健全な財政運営に努力する。

増
田

　裕
子

コロナウイルス対策、町民の健康と安全を
しっかり守っていくためには、町の独自性を
貫く緊張感と気構えが必要

引き続き気を引き締めながら努力する

増田

増田

町長

町長

町長

増田

増田

放課後児童クラブで遊ぶ子どもたち（時間を決めて外遊び）

フッ化物洗口をする子ども達

教育長

増田

増田

教育長

教育長

新

新

新
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岐部  ここのえバージョンの行動計画の作成が必須と

考える。町の対策本部での進捗状況は。

町長  2015新型インフルエンザ行動計画に準じて国県

市町村が足並みをそろえて対策に取り組む。

岐部  非日常を我慢して不安な状態が続く中タイミング

を逃さないオンタイムで町長のワンボイスでの発声が必

要かと考えるが。

町長  現実的に危機対応では責任者としてしっかりと町

民に訴える覚悟はできている。

岐部  メディアリテラシー教育について是非この機会を

チャンスと捉え取り組んではどうか。

教育長  休校の要請以来真っ先に現場の状況把握に

取り組んでいる。ご指摘のようにデマや混乱を生むメー

ル等の対応は今後校長会に提案する。

岐部  第２期総合戦略はプロジェクトチームも巻き込ん

で第５次の長期総合計画に取り組めないか。

町長  プロジェクトチームの取り組みは第５次総合計画

の策定に反映するもので第２期総合戦略とは直接に

関連性はない。

岐部  計画や戦略には狙いとプロセスがある。形骸化

しないように進めてもらいたい。

町長  課題は戦略が住民と共に動いていないこと。こ

の方法を２期目には考えていく。

岐部  OECDのPISAで日本人の読解力低下が問題に

なっている。最前線で活動している司書の安定した配

置と手当の拡充は。

教育長  司書の重要性は十分把握しており来年度予

算にも計上している。

令和の時代を生きる！第５弾
2020「人づくり」は「町づくり」
新型コロナウィルス対策を質す

行動計画ここのえバージョン作成と提示

まちひとしごと創生総合戦略について
PDCAで形骸化しない計画と実践を

学校司書について

岐
部

　俊
哉 ワンボイス・オンタイムで町民に訴えていく

新型コロナ・町の将来・しごと…
不安な時にこそ望まれるリーダーシップ

岐部

岐部

岐部

町長

岐部

岐部

岐部

町長

町長

町長

教育長教育長

目的

手段

結果

実行 D

P「総合計画」の役

割は、目的と手
段の明確化！

「手段」は、各個別
計画と関連づける
必要がある。

A

①

②

④

③

総合計画・個別計画

「総合計画」の役割と、マネジメントのサイクル

C

「評価」とは、目的と結果の一致

状況を確認すること

●財政計画(予算)　　●人事計画(体制)

●事務事業

参考サイト：コラバド　2018.11.15掲載記事より
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岩尾　一般会計当初予算が12.9％増と県内の他市町

村と比較して一番の伸びとなっているが、予算の編成

方針を伺う。

町長　公共施設の老朽化・長寿命化対策、経常経

費の削減、財政負担の平準化等である。財政の健全

化のため将来に負担を残さないこと等考えている。

岩尾　平成30年度決算で単年度収支が赤字、経常

収支比率が92.1となった状況を鑑みたときに、今回の

予算は緊縮財政、緊縮予算を組むべきではなかった

かと考えるがいかがか。

町長　就任初年度から必要以外のものについては出

来るだけ事業を行わないという方針で進めてきた。

　防災無線のデジタル化についてはやらなければなら

ない事業のひとつでもある。

岩尾　新規事業の実施については理解するが、基金

の取り崩しが進んでいる財政のことを考えると、既存事

業の見直し、スクラップ・アンド・ビルドが必要だったと

考えるがいかがか。

　予算要求に問題があると考えるが職員の財政状況

の把握や町長との意思疎通はどうなっているか。

町長　予算の決定、最終的な責任は私にあり、各課

が精査して上げた要求を内容や進捗状況、今後の見

込み等を聞き、どの規模、程度が妥当か、補助制度

なども聞き編成している。

岩尾　伸び率が低かった市町村は、予算が大きくなら

ないよう努力していると考えるが、いかが思うか。

町長　伸び率は前年の状況で変わるので、特段伸び

たとは思っていない。

岩尾　財政健全化のひとつの指標となるプライマリー

バランス（基礎的財政収支）の見込は。

町長　予算ベースでは令和元年度、２年度とも黒字

化が図られている。

岩尾　経常収支比率の見込みは。

町長　令和２年度の予算ベースで算出すると98％前

後になると見込んでいる。

岩尾　自律推進計画に掲げている経常収支比率等の

目標値は生きているのか。

町長　その計画を目指してやっていく。

岩尾　基金残高が減少し、平成30年度決算時の「広

報ここのえ」で述べているコメントと差が著しく、財政

不安が懸念されるがどのように考えているか。基金は

災害等の際に重要な財源であり、近年においては自治

体間で支援に差が出ている実情がある（自治体間格

差）。基金の積み増しを要望する。

町長　現在の数値は予算段階の状況であり、今後余

剰財源を利用し、積み立てや繰り入れ戻しを行いなが

ら、同水準を確保していきたいと考えている。

岩
尾

　茂
樹

町長

町長

町長

防災行政無線屋外スピーカー

岩尾

岩尾

岩尾

町長

町長

町長

町長

町長

岩尾

岩尾

岩尾

岩尾

岩尾

防災行政無線室

防災行政無線デジタル化等の新規事業のため、

一般会計は対前年比１２．９％増となった

財政問題について
（令和２年度当初予算について）
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麻生　基本目標の達成度はどうであったか。

町長　下の表のとおりである。

麻生　第２期総合戦略に、第１期の結果はどのように生か

されているのか。

町長　目標の立て方に工夫が必要と感じており、適切に評

価できるよう設定した。施策や事業については適宜検証し、

必要に応じて内容や目標を見直すことを考えている。

麻生　総合戦略の重要性を鑑み、第１期の振り返り含めて

各地区での意見交換を行うべきであり、パブコメ募集期間に

実施できたのでは。

町長　県との整合性をとるために策定時期が遅れ第１期の

流れを継承することもあり、パブコメ募集のみとした。コメントは

１件あったが、総合戦略に直接関係する意見ではなかった。

麻生　第5次総合計画の策定に着手するに当たっては、

具体的な町の将来像を描くことになっている。具体的な将来

像は。

町長　町政の各分野で将来像を描くことが具体化であり、

それを統合したビジョンを策定することが今期の活動であ

る。

麻生　地域創生を加速するとは、具体的に何を行うのか。

町長　地域創生とは、地域で人をつくり、その人が仕事をつ

くり、町をつくっていく好循環が生まれる状態だと思う。人口減

少対策などの取り組みを切れ目なく粘り強く実行することが

肝要。施策の実効性を高めることに注力し、PDCAも活用す

ることで加速する。事業推進を担当課に留めず、全体で共

有することも加速に有効である。

麻生　社会教育関係職員はどのようにして地域の課題意

識を喚起するのか。

教育長　公民館での色んな集まりを利用してワークショップ

など住民同士が話し合う機会をつくる。支え合い・助け合い

マップ作りの場を、住民自ら課題解決への取り組みができる

よう支援する。職員も問題課題を把握し研鑽を積む。

　公民館と共にある地域づくり、学校と共にある地域づくりの

発想も持ち積極的に目標に向かう。

麻生　民生委員の活動をどのように支援するのか。

町長　委員の役割や活動は広報１月号で紹介した。

　小さな集まりの場などで紹介するチラシを作成済み。

　活動マニュアルは間もなく完成する。民生委員協議会等

と話し合い進めている。民生委員の皆さんがやりがいのある

活動ができるように取り組む。

麻生　設立後およそ２年が経過した。民間として進めるに

は経営トップを早期に民間から起用すべき。

町長　県の人材センターも活用したが、金銭的な処遇等で

折り合いがつかなかった。会社は発展途上で基盤固めが

必要な時期だが、登用は計画から遅れている。

麻生　この時期だからこそ民間力が必須で、倍の給料を

払ってでも登用すべき。

町長　検討する。

麻生　委員会の見直し状況は如何か。

町長　各委員会で整理を行い、機能していない委員会は

当初予算から削除した。それ以外の委員会は、町の付属機

関に位置付け条例化して整備を行った。

まちひとしごと総合戦略 町政基本方針

教育行政基本方針 ここのえまち総合サービス

民生委員について 委員会の見直し

まちひとしごと総合戦略　　達成度

基本目標Ⅰ

 雇用創出数
  4人/20人= 20%

 担い手創出
  64人/10人=640%

基本目標Ⅱ

 社会増減均衡
  268人減

 移住者
  23人/100人=23%

基本目標Ⅲ

 合計特殊出生率
  2.30/1.85　達成

基本目標Ⅳ

 交流人口
  5% 未達成

 お達者年齢
  県1位 未達成

麻
生

　良
典 公民館と共にある地域づくり

学校と共にある地域づくり　も発想起点にする

地域の課題意識を喚起するためには

麻生

麻生

麻生

町長

町長

町長

麻生

麻生

町長

麻生

麻生

町長

町長

麻生

麻生

麻生

町長

町長

町長

教育長
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夫婦春秋 きよしのズンドコ節

　昨年新体制になった委員さんの紹介と活

動状況の報告を受けてから、意見交換に入

りました。

　毎月の会議や戸別訪問調査、農地調査、

人・農地プランの実質化、担い手への農地

集積や遊休農地の発生防止・解消活動など

意欲的に取り組まれている委員の皆さんと

の活発な意見交換。

　問題や課題を共有するいい機会となりま

した。農業と観光の町・九重の未来へ向け

て、これからも意見交換を続けていくこと

を確認しました。

　どちらも花柳流富士和会の橋爪先生を始め会員の皆様の指導を仰ぎ、夜間６回の練習を重ねての

披露でした。練習ではなかなか合わずどうなる事かと心配しましたが、本番では息の合った踊りに

なって一安心。

　このチームワークをこれからの九重町政に生かして行ければと思います。

　小型ポンプ操法では訓練の成果が披露され、全国大会での活躍

が期待できる素晴らしいものでした。特別点検の最後を飾る放水

点検では各隊の団員が放水すると、万年山に虹がかかり、地域を

守る消防団の活動に花を添えていました。

農業委員会と議員との意見交換会
2
13

新春チャリティー芸能かくし芸大会に参加
1
26

1
19消防団特別点検（粟野河原運動公園）

活

動

報

告
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わたしのひとこと

　　
昨
年
の
四
月
に
東
飯
田
地
区
に
「
く

ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
東
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
私
も
一
活
動
会
員
で
、
登

録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
月
一
回
の
例
会
で
、
活
動
報
告
が

あ
り
ま
す
。
活
動
会
員
は
、
草
刈
り

や
通
院
付
添
な
ど
な
ど
色
々
な
支
援

を
行
い
、
利
用
会
員
か
ら
喜
び
の
声

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
・
高
齢
化
社
会
に
お
い

て
、
「
お
互
い
様
」
の
気
持
ち
で
支
援

し
合
え
る
こ
と
は
大
切
で
、
幸
せ
な

こ
と
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
加
入
を
お
願
い
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
日
常
生
活
で
「
こ
ん
な

こ
と
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
っ
た

こ
と
を
、
悩
ま
ず
ご
相
談
し
て
み
て

下
さ
い
。

　
と
こ
ろ
で
私
は
、
「
笑
い
ヨ
ガ
（
笑

う
体
操
）
」
を
勧
め
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
笑
い
顔
に
、
私
自
身
が
癒
さ

れ
ま
す
。
怒
り
や
不
安
は
置
い
と
い

て
、
笑
っ
て
み
ま
せ
ん
か
（
気
持
ち

が
す
っ
と
す
る
か
も
）
。

　
笑
い
と
共
に
「
く
ら
し
の
サ
ポ
ー

タ
ー
」
活
動
が
広
が
り
、
皆
さ
ん
が

楽
し
く
暮
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

東
飯
田
　
川
上
一

甲
斐
　
恭
子
さ
ん

「
ち
ょ
っ
と
手
つ
だ
っ
て

　

 
く
れ
ん
ね
」「
い
い
ば
い
」

　
私
達
「
栃
木
和
み
会
サ
ロ
ン
」

は
僅
か
10

戸
の
小
さ
な
集
落
の
サ

ロ
ン
で
す
。
サ
ロ
ン
を
始
め
て
ま

だ
２
年
足
ら
ず
。
平
均
年
齢
81

歳

に
な
る
８
名
（
内
男
性
２
名
）
で

発
足
し
て
週
一
回
の
体
操
・
脳
ト

レ
等
を
待
ち
遠
し
く
思
い
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
特
に
脳
ト
レ
で
は
思
う
よ
う
に

い
か
な
い
私
た
ち
を
親
身
に
な
っ

て
熱
心
に
指
導
く
だ
さ
る
こ
と
に

関
心
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
皆
で

取
り
組
め
ば
楽
し
く
時
が
過
ぎ
ま

す
。
終
わ
っ
た
後
に
は
皆
で
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
笑
い
の
中
に
も
コ

ロ
ナ
の
終
息
を
願
う
よ
う
な
時
事

ネ
タ
も
あ
り
話
が
尽
き
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
助
け
合
い

な
が
ら
健
康
寿
命
を
少
し
で
も
伸

ば
し
て
元
気
に
過
ご
し
て
い
き
た

い
思
い
で
す
。

　
サ
ロ
ン
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く

先
生
方
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。

栃
木
サ
ロ
ン
を
は
じ
め
て

南
山
田
　
串
野
上

永
楽
　
徳
子
さ
ん

体操風景

通院支援をするくらサポの会員

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と
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　町
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　一
方
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
予
防
と
対

策
。　対

岸
の
火
事
と
思
っ
て
い
た
ら
火

中
の
栗
を
拾
う
こ
と
に

…

（
苦
笑
）

　終
息
宣
言
は
？

　エ
ビ
デ
ン
ス
は
？

と
世
界
中
の
誰
も
分
か
ら
な
い
こ
と

を
気
に
し
て
い
る
方
も
多
い
で
す
ね
。

そ
の
原
因
は
不
安
で
す
。

　不
安
は
じ
っ
と
座
っ
て
テ
レ
ビ
を

見
て
も
解
消
し
ま
せ
ん
。

　少
し
で
も
体
を
動
か
し
て
、
せ
め

て
自
分
の
体
力
と
抵
抗
力
の
低
下
だ

け
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　恐
れ
ず
怠
ら
ず
！

　
　
　
　
　岐
部

　俊
哉

‥
‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥
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議会だよりについて

ご意見をお聞かせください。
【議会事務局：76－3814】

次回は6月です傍聴へどうぞ傍聴へどうぞ傍聴へどうぞ傍聴へどうぞ 次回は傍聴へどうぞ 次回は傍聴へどうぞ 月です次回は6月です月です

第５回

議 会 ク イ ズ

一般質問は、締め切りまでに通告（質問の内容

を所定の用紙に書く）を提出した議員が行いま

す。

さて、順番はどうやって決まるのでしょうか？

①通告を提出した順　②話し合い　③くじ引き

　会社勤めから一転、議員生活４

年目。高校卒業以来の故郷での生

活に慣れる間もなく、世間が一気

に広がり、試行錯誤の連続。近隣

や遠方の方々のお陰で、鋭意、活

動しています。

　科学技術の発展は我々の生活

を大きく変え、今後はその速度を

上げるでしょう。技術は国や町の

課題の多くを解決し、並行して別

の問題も起きるでしょう。

　いつの時代も我々住民の力でし

か町は持続できません。お天道様

と一緒に前を向いて歩きましょう。

答えと理由は9ページを見てくださいね

飯田こども園卒園式

飯 田

青山愛宕地蔵の春季大祭にて

⑤ 麻生良典

野 上


